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HomothetiC　Isoquant生産関数について〔H〕

木　藤　正　典

1．はしカs“き

　私は前論文〔5〕（以後論文1と略称する）において，D．　Soskice（〔7〕），

S．Clemhort（〔1〕）等によって提唱されたhomothetic　isoquant生産関数（以

後HI生産関数と略称する）が現代経済理論研究のツールとしてどこまで使

用可能であるかを，マクロモデルによって吟味し，innovation　possibilty　fun－

ctionを仮定した場合の均衡成長径路が存在するためには，　HI生産関数は結

局のところ同次生産関数でなければならない事，即ちその場合はHI生産関数

は無意味である事を示した。この小論は，その続編として，HI生産関数の吟

味を異った方面から行い，前論文1の部分的修正を行い，更に2部門理論の

場合に及びたい。なお前論文1と同様に次の様な記号を用いる。

　　　　　　Yrアウトプット，K＝資本，L＝労働　　　　　　一

　　　　　　t一時P・H，　9一券々巻

　　　　　　ω一嘉（限界代替率）

　　　　　　　　dfeω
　　　　　　σ＝石゜万（代替弾力性）

　　　　　　・一艦夢（資本弾力性）

　　　　　　∂＝窪÷（蠣弾力性）　　　・

m＝α＋∂　（規模関数）
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　2．均衡成長径路

　〔1〕一般の均衡成長径路

　論文1第4節で考えられた動学的成長径路

　　　　　　　　奮：ゼーμκ｝　　（21）

を仮定する。ただし，s，η，μ，λは定数で0〈s〈1，η≧0，0≦μ〈1

であり，左はKのtに関する導関数を示す。生産関薮は

　　　　　　　　Y＝＝F（K，L）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2）

であり，Fは2回連続的微分可能であり，

　　K≧・，L＞・，F≧・，F・≡語〉・，F・≡器〉・

とする。

　さて成長径路（2．1）がK…K／K＝定数の均衡成長をなすための条件を

求めることとする。（2．1）より

　　　　　π一syぞ‘一μ　　　　　（2・3）

故に　　　　　　　　　　．
　　　　　（κ十μ）＾一（π峯μ）－7イーη

　　　　　　　　　一知＋勢五イーη

故に

　　　　　k－（κ十μ）（物＋争一π一η）　　（2・4）

故にK＝θ＝定数なる径路が存在するためには

　　　　　κ爵θ＋争＋η一・
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即ち

　　　　　　θKF■一トλLF，＝（θ十η）F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・5）

でなければならない。この偏微分方程式を解けば

　　　　　　dK　　dL　　　dF
　　　　　　θK　｝　λL　　－　（θ十η）F

より

　　　K・－c，L・，　F－c・L・，ただし・一辱

を得る。故に（2．5）の解として

　　　　　　F－L・の（KaLθ）　　　　　　　（2・6）

を得る。ここでρは2回連続的微分可能な任意の関数とする。（2．6）に対し

ては（2．3）より

　　　　　　左一（K十μ）（sLi？〈z＞e－・う

　　　　　　　＝（K十μ）（の十レL－K一η）

・

　（K十μ）｛拶・箸一1｝（π一θ）　　（2・7）

となり，券㍗1に従って均衡径路（よ安定，不安定となる．然るに

” 　　a一釜・秀一号券　　　　　　　（2・8）

であるからa〈＞1に従って均衡径路は安定，不安定となる。なお

　　　　　　za一碧，1・9の（U）－H（U）

とおけば

　　　　　　a＝！λuHノ（u）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．9）

又同様に

　　　　　　b＝　レーθuH’（u）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．10）

古女に　　　　　　m＝a十b＝レ十（A一θ）uH’　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．11）
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又

　　　　　　　ω一鑑一書々一んレ謬ノ『　　　（2・12）

　なお（2．6）に対しては（2．9）より

　　　　　δ一π＋昇厩一uKi＋傷；の

　　　　　　一λ（π一θ）（1＋芳の　　　　（2・13）

故に均衡成長径路上ではa＝a。＝一定となり，一般の成長径路上ではK→θ

のときはa－→a。となる。従ってa＜1のときは，（2．6）はt→ooのときK

＝θ，a＝a。の均衡成長径路に近づく。

　〔H〕均衡成長径路とHI生産関数

　次に均衡成長をなす生産関数（2．6）がHI生産関数であるための条件を求め

る。（2．12）より

　　　　　　　　　　　ω一k去｛孟一θ｝　　　（2・14）

故に（2．6）がHI生産関数であるためには，ωがK，　Lの0次同次関数でな

ければならない。．故に1／H’はuと同次数の同次関数でなければならない。

故にH’はθ一λ次の同次関数である。故にオイラーの定理より

　　　　　　　　　畷’＋五望’一（θ一λ）Ht

故に

　　　　　　　　　（A一θ）uH”＝（θ一A）H’

故に

　（イ）A＝θのときは（2．6）より’

　　　　F＝LVψ（々），（y次同次関数）

　（ロ）Aキθのときは

　　　　dH’
　　　　　uニーH’　　　　du



故に

故に

故に

故に

　　　　Homothetic　Isoquant生産関数について〔II〕

Ht＝互L

の’　Cl

の　　u

の＝c2　uCl

F－一色L＜碧γ1－c1K・・aL・－c1θ

（5）－5一

（3．5）

故に（イ），（ロ）を綜合して，（2．2）の型の生産関数について均衡成長を問題とす

る限り，同次生産関数をHI生産関数まで拡張する事は無意味である。なお

（2．6）が同次生産関数であるための条件は，（2．11）においてm＝＝定数と考え

ればよい。故に

　　　　　　　　　（A一θ）uH’＝m－v

故に

　（イ）A＝θならm＝y（ン茨同次関生産関数）

　（ロ）A≠θならm≠yで

　　　　H’一｛多一得÷

となり（2．15）又は（2．16）と同一となる。即ち（2．6）が同次生産関数である条

件とHI生産関数である条件とは同一である。

3．技術進歩がある場合の均衡成長径路

　〔1〕一般の場合

　以上は（2．2）の型の生産関数についてであったが，以後は技術進歩のある

場合の生産関数

　　　　　　　　　　y＝F（K，L，t）　　　　　　　　　　　　（3．1）
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について考察する。さて以後は（2．1）の成長径路を拡張して

　　　　　　　　　　π一∫y釜ηLμ　　　　（3・2）

　　　　　　　　　　五＝G（L，t）　　　　　　　（3・3）

とする。ただしG（L，t）は2回連続的微分可能であって，本節および次節で

は次の仮定を満足するものとする。

　〔仮定〕G（L，t）≧0であって，（3．3）はL－L・eλt’（L・一一定）なる安

　　　　　定な成長径路をもつ。

　仮定より（3．3）において五二λのときi＝0でなければならない。故に

　　　　　i＝G，LL十G，＝λLG，十G，＝0

　この偏微分方程式を解けば

　　　　　　　　　　　　G・9（λtL）　　　　（3・4）

　ただしgは2回連続的微分可能な任意の関数である。（3．4）については

　　　　　　　　　　．　　　　　ノ　　　t
　　　　　　　　　　i－f・号（A－i）　　　　（3・5）

　故に仮定より（3．4）が安定的であるためには

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　at　　　　　　　　9’ω≧・，ただし匹釜　　　　（3・6）

　でなければならない。

　　さて（3．2），（3．3）がπ＝θ，五＝Aなる均衡成長径路をもつとすれば

　（3．2）　より

i－（K十μ）（K勢π＋馳＋争一π一η）

であるから

　　　　　θKF〈十ALF，十F，；　（θ十η）F

でなければならない。この偏微分方程式を解けば



　　　　　　　　　Homothetic　Isoquant生産関数について〔II〕　　　　　（7）－7＿

　　　　　　　　dK　　dL　　dt　　dF
　　　　　　　　θK　　　　λ乙　　　　1　－　（θ十η）F

より解ζして

　　　　　　F＝＝L・φ（Ka　eλtLθ’L）－L・φ（u，・v）　　（3．7）

を得る。ただしのは任意関数である。（3．7）に関しては（2．9）一（2．12）と同

様にして

　＿んのu
a一　　　の

∂一　（θ珍）

m－・＋（A一θ）珍一珍

　　　　　　　　　　　　ンのi－（θuのu十vのv）
　　　　　　　　　ω＝　　　　　　　　　　　　　　Auφu

なる関係式が成立する。また（3．7）に関しては

（3．8）

k－（K十μ）｛・五＋ku（λπ一θf）＋争〃（A一五）一祠

　　＝（K十μ）｛（a－1）（K一θ）十b（Z7－！そ）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．9）

故に五に関する仮定より

　（イ）a≦1　　　　　　　i

　（ロ）a＞1で｛（a－1）（」ぞ一θ）十b（五一A）｝（π一θ）＜0

の何れかであればK＝θ，L＝Aなる均衡成長径路は安牢である。それ以外

の場合は不安定である。

　なおlogの＝Hとおけば（2．13）と同様にして

　　δ＝8十H
　　　－A（K一θ）（1＋告の＋（λイ）｛θ（1＋芳の＋劉

を得る。故にK＝θ，L＝＝Aの成長径路上ではa＝a・＝一定となり，（イ）ま
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たは（ロ）が成立すればt→。。のときa→a。となる。

　〔H〕　同次生産関数の場合

　次に（3．7）が同次関数であるための条件を求めてみよう。（3．8）で〃z〒一

定と考えれば

　　　　　　　（λ＿θ）uφ。・一・vのv－（吻一・）φ　　　　（3・10）

となる。ここで独立変数をu，vより

　　　　　　　　　x＝ulla　v（λ一の／a＝々θ（λ一θ）t　　　　　　　　Ii－f4t

なるx，vに変換し

　　　　　　　　　　φ（u，v）＝a（x，v）’　　　　　（3・11）

　とおけば

　　　　　　　　lll：蜘島｝　　（3’12）

　となり，（3．10）は

　　　　　　　　　　一一r　vf7v＝（m－y）17

　となる。これより

　　　　　　　　　・・一声Ψω

　となる。従って

　　　　　　F＝L・e－・m－u・塑（lee・・一・lt）　　　　　（3・13）

　を得る。ただしΨは任意関数である。

　　なお（3．13）は

　　　　　　　　　（BL）m＝LMe－（m｝u）λt　　　　　　　　｛器一＿
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即ち

　　　　　　　　　　　　　v　－m　　　　　　　　　　　窪：露｝　　（314）

とおけば

　　　　　　　　F－（BL）mep’（毅）

となりfactor　augumentingな生産関数となる。従ってA＝θなら技術進歩

はピックス型中立である。

　4．技術進歩がある場合のHI生産関数　　　　　　　　　　　　　一

　〔1〕一般の場合

　技術進歩がある場合の生産関数（3．1）がHI生産関数であるための条件を求

めることとする。変数をK，Lより々，　Lに変換すれば（3．1）は

　　　　　　　　Y＝F（K，L，t）＝r（々，L，t）

となる。故に

　　　　　　　　　　ω一L砦一k

故にωニ々ρ（k，t）とおけば

　　　　　　　　L告＋々9（k：t）

古女‘こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん（1＋g）r，－L」「Z　＝　0

この微分方程式を解けば

　　　　矛一の（LA（k）・t）・a（々）一・xp（∫（1篶）k）

故にこの場合の一般形は

　　　　　　　　　　　Y＝q｛f（K，L，t），t｝

（4．1）

（4．2）
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であって，これが最も一般なHI生産関数である。ただしf（K，　L，　t）はK，

Lの1次同次関数で，qおよびfは2回：連続的微分可能な関数である。

（q’（f）≠0とする。）

　特に（4．2）がfactor　augumentingである場合を考えると

　　　　　y＝F（σ，γ）　σ＝ノ1（のK，γ＝B（’）L

これより

　　　　　　署一鑑蕩一舞器一鍔・若

故にfはU，Vのみの離である・然る1・HI生産麟であることか鰐

はK，Lの0次同次関数であるから，σ，　Vについても0次同次関数であ
る．故にfは紛みの関数である．故にこれを9（互v）とおけば

　　　　　　　　　　　　驚一彩9（互v）

となる。これは技術進歩がない場合の生産関数Y＝F（K，L）がHI生産関

数である条件

　　　　　　　　　　　　葺一59（5）

と形式的に全く同一である。故にFはσ，Vの1次同次関数の関数である。

即ち

　　　　　　　　　　F＝ψ｛f（A（t）K，B（t）L）｝　　　　　　　　　　　　　（4．3）

　さて（4．2）から明らかな様に，前論文1第4節の式（2．2’）は一般的でない。

しかし（4．1）がfactor　augumentingのときは（4．3）よりそれは正しい。従っ

て前論文1第5節〔1〕は成立する。なお一般の場合の論文1の（2．2’）につい

ては次の〔H〕でのべる。

　〔11〕均衡成長径路とHI生産関数

　技術進歩がある場合に均衡成長径路をもつ生産関数（3．7）がHI生産関数で

あるための条件を求める。先づ（3．8）より



　　　　　　　　Homothetic　Isoquant生産関数について〔II〕　　　　　（11）－11一

　　　　　　　　　ωyの一（θuのu十vのv）
　　　　　　　　　k　　　　Au〈z＞u

変数をu，vよりx，　yに変換すれば（3．12）より

　　　　　　　　　f－”一盤＋v”b）　　　（4・4）

　　　　　　　　　　／
然るにωは々，tのみの関数であるから，右辺も々，　tのみの関数である。故

に，右辺はx，v従っで々，　t，　Lの関数であるが，　Lは含まない事になる。従

って右辺はvを含まない。故に（4．4）はxのみの関数となる。これをg（x）と

おけば

　　　　　　　　　　　yll－（監＋vflv）－9ω　　　’

故に

　　　　　　　　　（1十g）xl7x十vflv＝yll　　　　　　　　　　　　　　　（4．5）

この偏微分方程式を解けば

　　　　　　　　　　dx　　dv　〃7
　　　　　　　　（1十9）x　v　　yfl

より

　　　　∬－v・q（a（x）），∠ω一・xp（∫（1傷）x）

を得る。故に

　　　　　　　Y＝＝e（θ＋η）tΨ（Le一λt・∠1（x））　　　　　　　　　　　　　　．　　（4・6）

となる。なおd（x）をxの関数として与えれば

　　　　9ω一診そ｝「1・（∠’ω≠・と仮定する）

としてg（x）が定まる。（4，6）に対しては次の関係が成立する。

　　　耀一野甕＋θ撃

　　　i－｛鍔・2－i＋考
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故に

　　　歩・留＋θ）1言σ

従って

　　9（x）＝定数　　　　　　　　なら（4．6）はCobb－Douglas生産関数

　　9（x）＝、4xc，（A，cは定数）なら（4．6）はCES生産関数

　　λ＝θ又はg（x）＝定数　　なら（4．6）はヒツクス中立

である。

　さて（4．6）においてmを定数とするとき

　　　　　　　　　　璽r（x）＝xm，｛」（x）｝m＝il（x）

とおけば（4．6）は

　　　　　　　　　　　Y＝LMe（m一のλ‘ψω

となり（3．13）となる。従って（4。6）が同次関数となるのはこの場合に限る。

故に第2節の技術進歩を伴わない場合と異り，HI生産関数の特別な場合と

して同次生産関数が含まれる事となる。従ってHI生産関数が同次生産関数

の拡張として有効なのは技術進歩が存在する場合である。以上はマクロモデ

ルでの議論であるが，次に二部門モデルの場合について考察する事とする。

5．二部門モデル

　二部門成長モデルは新開（〔6〕），宇沢（〔8〕，〔9〕）等によって開拓されたの

であるが，ここでは拙論〔3〕のモデルを用い，その生産関数をHI生産関数と

した場合について考える。従ってモデルは技術進歩を伴もなわない場合であ

って，以下でのべるのは静学的均衡値の存在についての吟味である。記号を

次のように定めておく。以下添文字はiニ1，2であり，i＝1は投資財生産

部門を，i＝2は消費財生産部門を示す。なお次の量はすべて非負であると

する。
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Y，＝i部門生産量，K，＝i部門資本量，　L，＝i部門労働量，

Pi；i部門生産物価格，　w＝賃金率，－r＝資本利潤率，

Y＝P、　Y1　＋P2　Y2，　K＝K1＋K，，　L＝L，＋L，，

lei一 砦・2・一を・遊一子溜一券ρ一葺・

貯蓄率s（0＜s〈1）は両部門に共通な定数とする。

　〔仮定1〕生産関数を

　　　　Y，＝F，（Ki，L，）

　　　　F，（K，，Li）＝qi｛fi（K，，　L，）｝

　　　　fi（K，，　L，）＝L，di，（鳥）

とする。ただしfi，9Pi，ψゴは2回連続的微分可能な関数とし

　　　　1：：1：：1：膿1：諜：lll：幽〈°’｝

　　　　ψゴ（鳥）一島ψ∫（鳥）＞O，　ψ∫’（々f）〈0

とする。

　〔仮定H〕生産の均衡条件として

　　　　　　∂F，・　∂F，

　　　　　　∂K，　∂L，　　　1
　　　　　　　r一ω一Pi（1一ηゴ）

　　　　　　　　　P1　Yi＝sY

と仮定する。ただしη，は定数であって

　　　　　　　　　　肱＝亜ブi

　　　　　　　　　　　　㊨

　　　　　　　　　　mi（1一ηf）＝　δ，

とおくとき

　　　　　　　　　　ll；醐

（5．3）

（5．4）

（5．5）

（5．6）
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であるとする。

　仮定1より

第27巻第1・2号

　　　　　　　　　∂L，

である。（5．4）より

　　　　　　ψ；・　fiKKi　十　q；・　fiLLi＿　　 1　　　　　　’
　　　　　　　　r1（i十乞uL，　　　－Pi（1一ηゴ）

fiはK，　Lの1次同次関数だから

　　　　　　距・。論五、－Pi（，：－Lii，）

故に

　　　　　　P・　Yi一歪1皆1一牲輿2　　（5・8）

故に

　　　　　Y－・（奮＋髪）＋w（号＋缶）　　　（5・9）

古女‘こ（5．5）よ　り

　　　　gyi一荒』参｛響ω）＋v2（々2十ωδ2）｝

　　　　　　一・卿1｛9，（k，＋ω　Ml）＋｝睾・鰯ω）｝　（5：1・）

を得る。（5．11）一（5．10）より静学的均衡の条件として次の関係式を得る。

　　　　　　　　　　　y・　一　tqi（L，ill）　　　｝S・11）

　　　　　　　　　　／1々1一ト！2々2＝k　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．12）

　　　　　　　　　　　　2，十2，＝＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．13）

　　　　　　　　　　　ω＋々・一　　　　（5．14）

F，・≡ 舞一ψ1ψ1＞・

F，L≡墾＝～o歪（ψf一鳥ψ1）＞0
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　　　　　　　　　　　　　　ψ6ψ≦（1一η2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．15）　．　　　　　　　　　　　　P＝ψ1ψ1（1一η1）

　　　　　　　　　　Yi－Sl’29’Y’｛Vi（k，＋ω）＋δ2・（fe・＋ω）｝（5・16）

ただし

　　　　　　　　　　　δ≡象一雛18三駕　　（5・17）

である。この他に動学的均衡条件としてK，Lの時間的径路を定める関係式

が加わればモデルとしての均衡条件は定まるが，ここでは，K，　Lはパフメ

ー
ターと考えることとする。

　さて（5．14）より

　　　　　　　　　　　潔＋1一蛮訪ψψ㌧1

故に

　　　　　　　　　　　　　迦＞0
　　　　　　　　　　　　　4鳥

故にω＝ω（鳥）の逆関数としてkiがωの単調増加関数として定まる。故に

　　　　　　　　　　Zi＝ω＋ki，　z＝ω＋k

とおけば9iはωの関数となり

　　　　　　　　　　’　壷＞1　　　　　　（5．18）
　　　　　　　　　　　　　　　dω

夢くCこ（5．12），　（5．13）より

　　　　　　　　　　　：1二i．ll：li－i　　（5・19）

（5．・11），　（5．16）より

　　　　樂（9・Zi＋δ9・Z2）一勢一呈協一讐▲

故に

　　　　　　　　筈一者（e，Z，＋δe・Z・）
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（5．14）とより

　　　　　　　　　Zi＝．旦《／191＋δV・Z・）

　　　　　　　　　　　　　　　Z1

古父1こ（5．12），　（5．13）より

　　　　　　　　　　　　s（Z－　YZ2）
　　　　　　　　　！i＝
　　　　　　　　　　　Zl－SUZ2

ただし

　　　　　　　　　　　y＝1一δ

同様にして

　　　　　　　　　z・－ll三畿、

を得る。古女に（5．19），（5．22）より

　　　　　　　z－）gi　一（1－・s）z

　　　　　・　Z、－Zl　（1－sv）z2

故に

　　　　　　　　　（1－sv）Zlz2
　　　　　　9＝　　　　　　　　　（1－s）Zl十sδz，

となりzはk，’k，，Lの関数，従ってω，　Lの関数となる。なお

　　　　　1－sv＝1－s（1一δ）ま1－s十sδ＞0

である。また

　　　　　　　　（1－S）Zl十si692＝A

とおけば（5．21），（5．22），（5．23）より

　　　　　　　　　　　（1－sy）Zl・z2
　　　　　　　　　∠ζ＝

　　　　　　　　　：：二∵

（5．20）

（5．21）

（5．22）

（5．23）

（5．24）

を得る。また（5・15）よりPもω，Lの関数となる。以上より（5．11）一（5．17）



　　あ〉

故に

　　∂z
　　∂ω

然るに
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の変数のうち，鳥はωの関数，yi，々，　pはω，　Lの関数として定まる。次

に（5．23）より∂z／∂ωを計算すれば

　　髭一オ〔（1－・sv）｛・δz傷＋（1－s）9傷｝

　　　　　　　　　　　＋・（1－s）Zl．・92（z・－Zl）諾〕．　（5・25）

を得る。従って（5．18）より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂レ　　　　（1－sy）｛sδ誘十（1－s）z子｝十s（1－s）zlz2（z2－Zl）
　　∂z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂ω

一 1＞　　　　　　　　　　　A2

島一一劣一一｝≡Zl・8．（堕M2）

・（1－・）｛δ（fe2－le1　）2＋（le1－le2）1≡ll・∂る（鶏）Zlz2｝

　　　　　　　　A2　　　　　’．

・（1－s）｛δ（32－91）2＋Zlz2（z2－Zl）島｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．26）
　　　　　　　　　　　　　　　　A2

となる。故に

　　　　　　　　　（le1－k・）8．（器）≧・　　　（5・27）

が成立すれば

　　　　　　　　　　　垂50
　　　　　　　　　　　∂ω

となる。故にkはωの増加関数である。故にその逆関数としてωは々（とL）

の関数となる。

　以上よりK，Lが定まればん，ω，ム，鳥，　p，　Ztiの静学的均衡値が一義的

に定まる。その場合Lが一定なら，k，，ωはk（従ってK）の増加関数であ

であるから

鶉〉

〔仮定III〕



一
18－（18） 第27巻　第1・2号

る。同次関数の場合，或はm、＝M2の場合は仮定皿は勿論成立するが，仮

定皿が成立する限りでは生産関数が同次関数である場合（木藤〔3〕3節）と同

じ結論を得る。仮定皿は

（k，－k・）舞（÷鵯一揚瞥）≧・

であり，資本労働比率の大きい部門の方が（rに対する相対賃金の上昇に対

して）規模関数がより大きく変動する事，即ちincreasing　returnsの傾向が

より強い事を示しているが，’この事は正常の状態では満足される様に思われ

る。二部門理論では静学的均衡値が安定であるためには，消費財部門が生産

財部門より資本労働比率が高い事が必要であるといわれているが，もしそう

であれば，仮定皿が成立することは，安定した経済体系では，消費財生産部

門の方がよりincreasing　returnsの傾向が強い事を意味する。

　また現実の経済では，Ml，　m、が生産構造の変化と共に急激に変化すると

は肺れず，しかもMl，－M2の聯琵の加」は等しいと思われるから器の変

化は小さいと思われる。従って（5．27）の左辺の値は微小であり，たとえ負で

あっても（5．26）の右辺の符号には影響をあたえないであろう。以上の理由に

より，生産関数は同次関数であってもHI生産関数であっても，静学的均衡

に関する限り，結論に大差は生じないであろう。

　この小論の目的は，生産関数の測定の立場から問題となったHI生産関数

を経済理論の立場から吟味する事であったが，今までのところでは何等の断

定的な結論に達していない。

　Douglasによって提案されたCobb－Douglas生産関数は労働分配率の問題を

通じて経済理論との結び付きが示され，その事によってCobb－Douglas生産関

数の有効性が高まった。同様に私はHI生産関数について，同次関数を超え

る有効性を探し求めたのであるが，それは求め得られなかった。唯以上の極

めて断片的な議論から推論すれば，静学的な理論においてはあまり有効性は

得られないが，動学理論特に技術進歩を伴う理論においては独自の分野が開
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かれそうである。
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